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　1月16日㈪に市立穂積小学校で環境にやさしい「ラムサール
ナマズ」の学校給食試食会が開催されました。
　児童たちは、ラムサールナマズやさつまいもの天ぷら、ラ
ムサールふゆみずたんぼ米ごはんを食べ、「おいしい！」と大
好評でした。
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≪国内外では≫
▼アトランタ五輪で日本が金3、銀6、銅5を獲得
▼野茂英雄投手がメジャーリーグで日本人初の
　ノーヒットノーランを達成
▼大阪ドーム・ナゴヤドームが完成
▼国民の祝日「海の日」が施行

≪小山市では≫
▼アトランタ五輪に小山市出身の神山雄一郎選手（自転車
　競技）と堀越典昭選手（ウェイトリフティング）が出場
▼小山東出張所が開設
▼松原大橋が開通
▼土地区画整理事業により東城南・西城南が誕生

（平成8年～ 9年）新成人が生まれたころの出来事

小山第二中

小山第三中①

小山第三中②

小山城南中①

小山城南中②乙女中

小山中

間々田中

　1月8日㈰、市内11中学校を会場に、1,224人の新成人を祝う式典が開催されました。
新たな門出を祝うとともに、大人としての「誇りと責任」を持って歩んで行くことを
誓い合いました。

大谷中

大きくはばたけ！小山の新成人 !

たた
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豊田中桑中①

美田中

小山第三中　館野　拓馬さん
　昨年の夏に行われたリオデジャネイロオリンピックでは、ここ栃木県小山市出身のメダリストである萩野公介選手、海老
沼匡選手をはじめ、私たちと年齢の近い若い選手の活躍が目立ちました。これからの日本を背負って立つ選手たちが表立っ
て活躍を見せ、日本を盛り上げてくださいました。私たちも選手に負けず、自分の目標に向かって努力を続け、日本を引っ張っ
ていく存在となれるよう、日々精進して行きましょう。
間々田中　田村　元人さん
　本日、私たちは、大人の仲間入りを果たしました。これからは法律的に様ざまなことが権利として許されるわけですが、
それと同時に、私たちには新しく様ざまな義務や責任も課されていきます。「私たちは権利だけでなく、義務や責任も負わ
なくてはならない。」このことを忘れず、これから先の人生を歩んでいきたいと思います。
美田中　秋本　清彦さん
　本日から成人者としての自覚と覚悟を持ち、大人としての役目を果たす努力をしていきたいと思います。そして、今の
私たちがあるのは、どんなときも支えてくれた家族の愛、青春を共に過ごした友達、温かい目で見守ってくれた恩師、地
域の皆さまのおかげです。それら全ての人たちに、そして故郷小山市にどこからでも恩返しができるような立派な大人に
なることを誓います。
桑中　副島　駿斗さん
　私は、無事に成人式を迎えられた喜びを感じると共に、成人者の一員としてこれから社会を担っていかなくてはならな
い責任を感じております。この日を迎え、いまだ学生の身である者、就職し社会人として働いている者、それぞれの胸に
感じる決意があると思います。その決意を忘れずに今後の人生を立派に生きていきたいと思います。
絹中　岩原　悠太さん
　今の日本社会は、不況が続き、変化も激しく、若い私たちにとっては、とても厳しい環境の中にあります。しかし、成
人として晴れの門出を迎えた今、大人としての自覚を持ち、責任ある社会人として常に前向きに歩んでいくことをここに
誓います。どうかこれからも温かい目でご指導、ご鞭撻をいただきますようお願い申し上げます。

桑中②

絹中

代 表 者 の 声【抜粋】

大きくはばたけ！小山の新成人！

晴れの門出久しぶりの再会晴れ着に身を包み

代表挨拶 司会頑張りましたお世話になった恩師と

祝成人
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　１．貸借対照表
Q将来の世代に引き継ぐ資産はどのくらいあるの？　将来の世代が負担する借金残高はどのくらい？
Aそれでは、貸借対照表（バランスシート）を見てみましょう。

Q金額が大きくて分かりづらいのですが。
Aそれでは、市民１人当たりどのくらいの資産や負債があるのかを見てみましょう。
　※平成 28年３月 31日現在の人口推計 166,575 人で算出

平成27年度
普通会計の財務書類４表を作成しました。

～民間的会計手法から見た財政状況～

市民 1人当たり貸借対照表 (H27)
( 単位：万円 )

資産の部 負債の部

公共資産 a1 112.4 固定負債 36.0

投資等 9.9 流動負債 2.9

流動資産 2.9 負債合計 b 38.9

資産合計 a 125.2 純資産合計 c 86.3

　貸借対照表 （単位：億円）
資産の部 H26年度 H27 年度 増減 負債の部 H26年度 H27 年度 増減

公共資産 1,830 A1 1,866 36 固定負債 578 598 20

 うち地方債・長期未払金 488 519 31

投資等 137 164 27  うち退職手当引当金 90 79 △11

 うち投資及び出資金 48 48 0

 うち貸付金 20 52 32 流動負債 45 48 3

 うち基金 60 55 △ 5  うち翌年度償還予定地方債 40 43 3

 うち未払金 0 0 0

流動資産 50 49 △ 1  うち賞与引当金 5 5 0

 うち現金・預金 46 46 0 負債合計 623 B 646 23

 うち未収金 4 3 △ 1 純資産の部 H26 年度 H27 年度 増減

公共資産等整備国県補助金等 335 348 13

公共資産等整備一般財源等 1,283 1,277 △ 6

その他一般財源等 △ 222 △ 203 19

資産評価差額 △ 2 10 12

資産合計 2,017 A 2,079 62 純資産合計 1,394 C 1,432 38

将来の世代に引き継ぐ社会資本

現金化可能な資産（債務返済の財源）

将来の世代の負担となる債務

これまでの世代の負担

道路、公園、学校、上下水道施
設等の公共施設（土地は取得価
格、その他建物等は減価償却後
の価格を累計したもの）

団体への出資金や、特定の目
的に使うための基金など

現金、必要時に現金化できる
基金、市税などの未収金など

道路、公園、学校等の公共施
設を建設した借入金と退職給
与引当金など

１年以内に返済予定の借入金、
翌年度の賞与引当金など

現在の資産に対し、これから
の世代が負担する費用

現在の資産に対し、これまで
の世代が負担した費用

　貸借対照表は、行政サービスを提供するために保有している財産（資産）と、その資産をどのような財源（負債・
純資産）で賄ってきたかを総括的に対照表示した一覧です。
　また、資産合計額と負債・純資産合計額が一致し、左右のバランスがとれている表であることからバランスシー
トとも呼ばれます。
　地方公共団体の決算が、一会計年度の収入、支出の状況を表しているのに対し、貸借対照表は今までに蓄えら
れた財産の状況や将来に負担しなければならない借入金の状況などを全体的に把握することができます。

「現在の市民の財産はどのくらいあるの？」
「次世代の市民の負担となる負債（借金）はどのくらいあるの？」
「小山市の市政運営の経費（コスト）はどのような状況なの？ ｣

　今回はこれらの疑問に、平成 27年度普通会計の財務諸表を元に説明します。
　市では財務諸表の分析から得られる情報を、行政経営における財政規律やコスト意識の向上に活用するとと
もに、多角的に市の経営状況を分析・評価し、その結果を今後の行政経営に活かすことにより、依存財源に頼
らない力強い財務体質を形成し、市民サービスの向上ができるよう着実な努力を続けてまいります。

問 財政改革課☎ 22‒9333

　これまで小山市は、2,079 億円Aの資産を形成してきました。そのうち、公共資産の 1,866 億円 A1が将来の
世代に引き継ぐ資産になります。全資産のうち、1,432 億円Cは、これまでの世代の負担で、既に支払いが済
んでいます。残りの 646億円 Bを、将来の世代が負担していくことになります。

　市民１人当たりの金額に置き換えてみると、不動産、現金などの資産が
125万 2千円 aあって、そのうち、将来の世代に引き継ぐ資産が 112万 4千
円 a1あります。また、これまでの世代が小山市の資産形成のために 86万 3千
円 cを負担してきて、ローンの返済など、これからの世代の負担となる負債
が 38万 9千円 bあります。

※表の金額は、1 億円
未満を四捨五入したも
のであり、合計額が合
わない場合があります。
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　２. 行政コスト計算書
Q経常的な行政サービスにかかった経費（コスト）はどのくらい？利用者はどのくらいの負担を支払っているの？
Aそれでは、行政コスト計算書を見てみましょう。

～市民１人当たりの行政コスト計算書～
こちらも、市民１人当たりのコストはどのくらいか見てみましょう。

　３. 純資産変動計算書
Q資産はどう変動したのですか？　それは、どのような財源で形成されたのですか？
Aそれは、純資産変動計算書でわかります。

　４. 資金収支計算書
Q行政活動や公共資産整備の収支はどうなってるの？
　年間での資金の変動は？
Aそれは、資金収支計算書からわかります。

　行政コスト計算書 （単位：億円）
H26 年度 H27 年度 増減

経
常
行
政
コ
ス
ト

人にかかるコスト 89 88 △ 1

物にかかるコスト 118 126 8

移転支出的なコスト 224 250 26

その他のコスト 8 7 △ 1

経常行政コスト合計 439 A 471 32

経
常

収
益 行政サービス収入 15 B 16 1

（差引）純経常行政コストAー B 424 C 455 31

 （単位：万円）
H26年度 H27 年度 増減

人にかかるコスト 5.4 5.3 △ 0.1
物にかかるコスト 7.1 7.6 0.5
移転支出的なコスト 13.5 15.1 1.6
その他のコスト 0.5 0.4 △ 0.1
経常行政コスト合計 26.5 a 28.4 1.9
経常収益 ・行政サービス収入 0.9 b 1.0 0.1
（差引）純経常行政コスト a ー b 25.6 c 27.4 1.8

　純資産変動計算書 （単位 ： 億円）
H26 年度 H27 年度 増減

期首純資産残高 1,366 A 1,394 28
純経常行政コスト △ 424 B△ 455 △ 31
一般財源 336 C 346 10
  うち地方税 286 286 0
  うち地方交付税 18 15 △ 3
  うちその他 32 45 13
補助金等受入 117 D 138 21
臨時損益 0 △ 4 △ 4
資産評価替・無償受入 △ 1 13 14
その他 0 0 0
期末純資産残高 1,394 E 1,432 38 

　資金収支計算書 （単位：億円）
H26 年度 H27 年度 増減

経常的支出 365 397 32
経常的収入 461 479 18
経常的収支 96 82 △ 14
公共資産整備支出 81 90 9
公共資産整備収入 50 63 13
公共資産整備収支 △ 31 △ 26 5
投資・財務的支出 130 157 27
投資・財務的収入 72 100 28
投資・財務的収支 △ 58 △ 57 1
当年度歳計現金増減額 7 A△ 2 △ 9
期首歳計現金残高 25 B 32 7
期末歳計現金残高 32 C 30 △ 2
( 基礎的財政収支 )
収入総額 583 D 642 59
支出総額 △ 576 E△ 644 △ 68
地方債発行額 △ 53 △ 75 △ 22
地方債元利償還額 45 45 0
財政調整基金等増減額 3 1 △ 2
基礎的財政収支 2 F△ 30 △ 32

人件費や物件
費などの支出
と税収など、
日常の行政活
動による資金
収支の状況

学校、公園、道
路などの公共事
業を行う資金の
使途とその財源
の状況

貸付金や基金
設立、地方債な
どの投資活動
や借入金の返
済による資金
の収支の状況

市職員給与などの人件費や退職金、翌年度賞与
の準備金など

学校や道路等の維持補修費と減価償却費および
委託料、施設の運営経費など

高齢者、児童、障がい者などへの社会保障費、各
団体への公的事業費補助、他会計への繰出金など

借入金の利子など

使用料・手数料・負担金・保険料・事業収益等
の行政サービスの実施による収入 ( 市税等の一般
財源や国や県からの補助金等は除く）

　行政コスト計算書は、１年間の行政運営コストのうち、人的サービスや給付サービスなどの資産形成に結びつか
ない行政サービスに要したコストと、その行政サービスに直接支払われた、使用料や手数料などを示したものです。

　純資産変動計算書は、貸借対照表の純資産の部の各数値が１年間
でどのように変動したかを表す計算書です。これまでの世代が負担
してきた費用の増減を把握することができます。

　資金収支計算書は、１年間の歳計現金（資金）の増減を性質
の異なる３つの区分に分けて表示した財務書類で、どのような
活動に資金が必要とされ、どのように賄ったかを表しています。

　行政サービスのコスト総額は、
471 億円 Aになります。このう
ち使用料や負担金など、利用者
が負担した額は 16億円 Bとなっ
ています。残りの 455 億円Cは、
税金や国の交付税などで賄われ
ています。

　市民１人に１年間の行政サービスを行うには、28 万 4千円 aの費
用が必要です。このうち、利用者が支払う費用が1万円 bとなっていて、
残りの 27万 4千円 cは税金や国の交付税などで賄っています。

　期末純資産残高は 1,432 億円Eとなり、期首純資産残高1,394 億
円Aに比べ 38 億円増加しました。これは純資産が増加（将来世代
の負担が減少）したことを意味します。その財源は、純経常行政コ
ストで 455 億円 Bを必要としたのに対し、地方税を始めとする経常
的な一般財源 346億円Cと経常的な補助金 138億円Dで行政コスト
を賄い、さらに余剰が生じたことによるものです。

　収入の合計が 642 億円 Dであるのに対し、支出の合計が
644 億円 Eであったため、当期収支（歳計現金）が 2億円A
減少しました。これは、日常の行政活動での資金収支の状況
による経常的収支 82億円と、公共事業を行う資金の収支 26
億円のマイナスと、投資活動や借金の返済による収支 57 億
円のマイナスによるものです。期首資金残高（前年度繰越金）
32億円 Bから、2億円Aを減らした、当期収支 30億円Cを翌
年度の財源として繰り越します。なお、基礎的財政収支（プ
ライマリーバランス）は、新小山市民病院の建設に伴う起債
借入の増加等により、30億円 Fのマイナスとなっています。



まつり会場・問合せ・日時 内　　容

豊田公民館
まつり

☎37‒1002

2 月 11日㈯
9:30 ～ 15:00
2 月 12日㈰
9:30 ～ 15:00

～広げよう　ふれあいの輪～
前夜祭（老人クラブカラオケ発表会）：2 月 4日㈯ 13:00 ～ 15:00
★学級、講座、サークルの活動発表と作品展示
★老人クラブ輪投げ大会　★健康チェックコーナー（血管年齢測定等）　
★子育て親子サロン　★お菓子のつかみどり　★バザー
★尺八演奏、民謡、詩吟発表　★よさこい　★軽食販売
★作品販売　★子どもサロン（バルーンアート）　
★ビンゴゲーム

寒川公民館
まつり

☎38‒1002

2 月 11日㈯
9:30 ～ 14:00

～広げよう　学び合う仲間　地域の輪～
★学級、講座、サークルの活動発表と作品展示　★寒川小児童作品展示　
★バザー、模擬店（焼きそば、チョコバナナ、古代米赤飯など）
★ヒーローショー　★適塩豚汁無料配布　
★よさこい、フラダンス、オカリナ、コーラスなど

桑公民館
まつり

☎22‒4545

2 月 11日㈯
9:00 ～ 15:00
2 月 12日㈰
9:00 ～ 15:00

～文化の薫る豊かな生活　明るいまちづくり～
★学級、講座、サークルの活動発表と作品展示　
★輪投げ大会　★子ども工作教室　★ビンゴゲーム　
★バザー　★よさこい　★アンパンマンじゃんけん大会　
★健康コーナー　★風船無料配布　★軽食販売

中央公民館
まつり

☎22‒9562

2 月 18日㈯
10:00 ～ 16:00
2 月 19日㈰
 9:30 ～ 15:30

～出あいの輪・学習の輪を広げよう～
★学級、講座、サークルの活動発表と作品展示
★バザー、おまつり食堂　★講座写真展　★コーヒースタンド　
★クイズDEラリー、19日
★ステージアラカルト「手づくり劇場」（大ホール）、18日
★親子観劇会「歌う海賊団ッ！」（大ホール）、19日

生井公民館
まつり

☎45‒4004

2 月 19日㈰
10:00 ～ 14:00

～高めよう　生井に生きる　喜びを～
★学級、講座、サークルの活動発表と作品展示
★児童、幼児の発表と作品展示　★各種販売（焼きそば、いちごなど）　
★バザー　★適塩豚汁無料配布
★生井の桑摘み唄踊り、渡良瀬遊水地開運太鼓など
★ヨシ舟展示　★お楽しみ抽選会

間々田公民館
まつり

☎45‒1335

2 月 25日㈯
 9:00 ～ 15:00
2 月 26日㈰
 9:00 ～ 15:30

～で愛・ふれ愛・ちいき愛～
★学級、講座、サークルの活動発表と作品展示　
★模擬店、お茶席（焼きそば、まんじゅう、わたあめなど）
★屋外ひろば（ストラックアウト、輪投げなど）
★おやまくま（着ぐるみ）　★エア遊具（ふわふわドーム）
★もちつき体験　★適塩豚汁無料配布　★手打けんちんそば販売　
★小山和牛串焼販売　★交通安全啓発　

中公民館
まつり

☎38‒0002

2 月 26日㈰
10:00 ～ 14:30

～手をつなぎ　高めよう　地域の輪～
★講座、学級、サークル ･団体の活動発表と作品展示　★相撲甚句
★昔あそび　★大正琴・中小合唱発表　★健康チェック　★茶席体験
★バザー　★軽食販売
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公民館まつりに行ってみよう！



     

まつり会場・問合せ・日時 内　　容

穂積公民館
まつり

☎38‒2004
※会場は穂積
小学校体育館

2月 26日㈰
10:00 ～ 14:00

～広げよう　ふれあう仲間　地域の輪～
★学級、講座、サークルの活動発表と作品展示
★穂積小児童、幼稚園児の作品展示　★わたあめ・ポップコーン
★ファッションショー（着物・リメイク洋服）　
★着付けとお茶席体験
★軽食販売・バザー・特産品販売・作品販売　
★健康測定　★輪投げ・バルーンアート　
★詩吟、合唱、フラダンス、塩沢若連お囃子

絹公民館
まつり

☎49‒0027

2 月 26日㈰
9:30 ～ 15:00

～育てよう絹の文化　広めよう地域の和～
★学級、講座、サークルの活動発表と作品展示　
★小・中学校、保育所、幼稚園などの作品展示　★輪投げ　★防災体験
★バザー　★高椅神社太々神楽　★軽食販売　★ポップコーン無料配布
★野外トラックステージショー

大谷公民館
まつり

☎28‒0004

3 月 4日㈯
10:00 ～ 15:00
3 月 5日㈰
10:00 ～ 15:00

～大谷から　広げよう　ふれあう仲間　地域の輪～
★学級、講座、サークルの活動の発表と作品展示
★模擬店（焼きそば、とん汁など）　★お茶席　★消防車・パトカー展示
★血方神社太々神楽　★カラオケ deのど自慢　
★アンパンマン体操　★よさこい　★フォークダンス　
★バザー　★チャレンジ・ディスクゴルフ
★ふんわりわたあめ無料配布

7　広報小山 2017.2 月号

　働く場における男女共同参画を推進するため、女性の人材活用やワーク・ライフ・バランスの理解を深め
ることを目的に、テレビでおなじみの経済評論家「勝間和代先生」をお招きし、講演会を開催します。
　ぜひこの機会に「女性活躍」と「ワーク・ライフ・バランス」を共に考えましょう！

※当日は手話通訳があります
※無料で託児も利用可能です。2月 24 日㈮までに男女共同参画課まで申込みをお願いします

【勝間　和代氏】
　1968 年東京生まれ。経済評論家、中央大学ビジネススクール客員教授。
早稲田大学ファイナンスＭＢＡ、慶応大学商学部卒業。
　現在、株式会社監査と分析取締役、内閣府男女共同参画会議議員、国土交
通省社会資本整備審議会委員、中央大学ビジネススクール客員教授として活
躍中。
　少子化問題、若者の雇用問題、ワーク・ライフ・バランス、ＩＴを活用し
た個人の生産性向上など、幅広い分野で発言をしており、ネットリテラシー
の高い若年層を中心に高い支持を受けている。著作多数、著作累計発行部数
は 500万部を超える。

日時：3月8日㈬　13:50～ 15:30
会場：文化センター大ホール

問男女共同参画課
☎22‒8078　℻  22‒8079

小山市女性の人材育成・エンパワーメント支援事業

　　　　トップセミナー　　【入場無料】
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 空き家バンクについて～空き家を有効活用しませんか？～　　　　　　　　問空き家対策室☎ 22‒9824
 　あなたの空き家を登録して、売却・賃貸しませんか？詳しくはお問合せください。

建築物防災週間 3月1日㈬～ 7日㈫ 問建築指導課☎22‒9233

日頃から調査・点検をしましょう
○建築物の外壁は安全ですか？
　ひび割れや浮き上がり、腐食等の点検
○火事の時、安全に避難できますか？
　廊下・階段・バルコニー等の点検
　防火シャッターの下や防火戸のまわりの点検
○建築設備は安全ですか？
　換気設備・排煙設備・非常用照明・
　給排水設備等の点検
○エレベーター・エスカレーター
　等は安全ですか？
　エレベーター等の日常の維持保全

次のような建物は、ぜひ耐震診断を！
●比較的古い建築物
・昭和 56(1981) 年以前の建築物
・老朽化が著しい
●バランスが悪い建築物
・1階がピロティである
・大きな吹き抜けがある
・壁や窓の配置が偏っている
●多数の人が利用する建築物
・階数が 3以上で、延べ面積 1,000 ㎡以上
※市では、木造住宅の「耐震診断・耐震改修」の助成
　事業を実施しています

　川
かわ か み

上澄
す み お

生（1895 年～ 1972 年）は、宇都宮を拠点に活躍した木版画家で、
詩に彩られた抒情豊かな画風が特徴的です。
　本展では栃木県立美術館が所蔵する川上作品の中から木版画のほか、絵
本・蔵書票・おもちゃなど、大人から子どもまで楽しめる作品約 50点を紹
介します。あわせて市立中央図書館の協力により、関連した絵本等を読め
るコーナーを特設します。栃木を代表する木版画家川上澄生の世界を親子
でお楽しみいただけるまたとない機会です。

市民ギャラリー予約調整会
　平成 29年度分市民ギャラリーの貸出期間の予約を受付けます。利用希望の方はぜひご参加ください。
　日時：4 月 23日㈰ 10:00 ～　会場：市立博物館 視聴覚室
　貸出期間【前期】11 月 30日㈭～ 12月 17日㈰（休館日：12月 4日㈪・11日㈪）
　 【後期】平成 30年 1月 18日㈭～ 2月 4日㈰（休館日：1月 22日㈪・26日㈮・29日㈪）

※詳しくは車屋美術館（☎ 41‒0968）にお問合せください

アートリンクとちぎ2016 栃木県立美術館所蔵品展

「こどもと見たい川上澄生の世界」
問車屋美術館☎41‒0968

開館時間　9:00 ～ 17:00（入館は閉館の 30分前まで）
休　館　日　月曜日 (3月 20日は開館 )、2月 24日㈮
観　覧　料　一般 400円（300 円）、高校・大学生 250円（150 円）
　　　　　中学生以下無料　※（　）内は 20人以上の団体料金

2月18日㈯～3月20日㈪開催期間

で、

絵
紹
め
子
め
子

関連プログラム
　①ギャラリートーク【申込不要（要観覧券）】
　　日時：2 月 19日㈰ 14:00 ～　会場：車屋美術館
　　講師：石田友里氏（栃木県立美術館研究員）
　②スタディプログラム「社寺建造物の修理現場から」【要申込】
　　日時：3 月 19日㈰ 13:00 ～　会場：市立博物館　定員：50 人（無料）
　　講師：木村広名氏（社寺建造物修理職人）
　　※②は車屋美術館へ電話（☎ 41‒0968）または （d-kurumaya@city.oyama.tochigi.jp）でお申込みください
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平成30年度から国民健康保険制度が変わります

　市では国保制度改正に伴い、平成30年度に国保税の見直しを行います。今後の詳細については、政省令等の改
正により明らかになっていきます。改正内容については、決定次第皆さまにお知らせします。（平成30年1月以降）
国民健康保険の保険者として、改正の動向を注視し適切に対応していきます。

問国保年金課☎22‒9414

問博物館☎45‒5331

【制度改革のあらまし】
　「持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改正する法律」の成立（平成27年5月
27日）により、平成30年度から、都道府県が財政運営の責任主体となり、安定的な財政運営や効率的な事業の確
保等、国保運営に中心的な役割を担い、制度の安定化を目指すこととなります。
　制度改正後の都道府県と市町村の役割分担概要は、次のとおりです。

改革の方向性【厚生労働省資料より】

1.運営の
 在り方（総論）

●都道府県が、該当都道府県内の市町村とともに、国保の運営を担う
● 都道府県が財政運営の責任主体となり、安定的な財政運営や効率的な事業運営の確保等の国保運営に中
心的な役割を担い、制度を安定化
● 都道府県が、都道府県内の統一的な運営方針としての国保運営方針を示し、市町村が担う事務の効率化、
標準化、広域化を推進

都道府県の主な役割 市町村の主な役割

2.財政運営
財政運営の責任主体
●市町村ごとの国保事業費納付金を決定
●財政安定化基金の設置・運営

●国保事業費納付金を都道府県に納付

3.資格管理 ● 国保運営方針に基づき、事務の効率化、標準化、
広域化を推進（※4と5も同様）

● 地域住民と身近な関係の中、資格を管理（被保険
者証等の発行）

4.保険料の
決定賦課･徴収

● 標準的な算定方法等により、市町村ごとの標準保
険料率を算定・公表

●標準保険料率等を参考に保険料率を決定
●個々の事情に応じた賦課・徴収

5.保険給付 ●給付に必要な費用を、全額、市町村に対して支払い
●市町村が行った保険給付の点検

●保険給付の決定
●個々の事情に応じた窓口負担減免等

6.保険事業 ●市町村に対し、必要な助言・支援 ● 被保険者の特性に応じたきめ細かい保健事業を実
施（データヘルス事業等）

会　場 内　容 備　考

エントランスホール

✿石うすできなこ作り
✿甲冑を着てみよう　 当日予約制
✿科学実験ショー
✿コマ・ベーゴマ遊び
✿まいぎり式火おこし体験

視聴覚室

✿博物館事業紹介パネル展示
✿いろいろ工作
✿竹とんぼ作り 当日予約制※午前中のみ
✿発明クラブ入賞作品展示

体験学習室 ✿そばがき・甘酒無料配布 博物館友の会

常設展示室
✿常設展示解説 博物館ボランティアによる解説
✿民話語り 民話の会「思川」による

博物館駐車場 ✿「ほっしー★ＯＹＡＭＡ号」太陽観測会
企画展示室 ✿友の会作品展 開催期間 3月 5日㈰～ 12日㈰

※工作コーナーは、材料がなくなり次第終了します

博物館まつり・友の会作品展

日時：3月5日㈰　10:00 ～ 15:00 会場：博物館内・博物館駐車場

　毎年開催している「博物館まつり」。博物館の活動実績の写真パネル展示や色々な体験コーナー、「ほっしー★
ＯＹＡＭＡ号」による太陽観測会などイベント盛りだくさん。ぜひご家族・ご友人とお越しください。
　また、3月5日㈰～ 12日㈰は「友の会作品展」も開催します。
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若者の考えを市政に反映「おやまの未来創造トーク」
　12月８日、白鷗大学本キャンパスで、同大学の学
生と市執行部が市政についての意見を交換する「おや
まの未来創造トーク」を開催。学生たちが「①受動喫
煙のないまちづくり②空き家に若者が集うまちづくり
③小山市を北関東中央圏の中心に」の３つのテーマで
調査研究した成果を発表。市からは、「大胆でフレッ
シュな意見が今後の市政
運営に大変参考になりま
す。今後も市内イベント
等に積極的に参加してほ
しい」等と参加した学生
へ呼びかけました。
小山市長と開運座が「徳川みらい学会」に招かれる !!
　12 月 16 日に開催され、小山市長が講話、小山市
民劇団「開運座」が「小山評定再現劇」の公演を行い

ました。市が誇る歴
史的軍議「小山評定」
を会場全体に発信し、
皆さまより万雷の拍
手をいただきました。
市内全郵便局との包
括連携協定を締結

　12 月 21 日、市は、人口減少に歯止めをかけ、地
方創生を推進するために、全国各地にネットワークを
持つ郵便局と、これまでの個別協定を含めた県内初の
包括連携協定を締結。新たな実施事業として、おやま
ブランドカタログ販売品の開発や相互のイベント協
賛・参加等を通じ
て、産業観光の振
興を図ります。
小山の地域包括ケ
アシステムをみん
なで考える !
　1月 8日、市文化センター小ホールで、小山地区医
師会と新小山市民病院、小山の地域医療を考える市民
会議が主催し、「第７回小山の医療を考えるシンポジ
ウム」を開催。医療関係者や市民等約 300 人が参加。
同市民会議の活動報告や寸劇「在宅医療でここまでで
きる」で、在宅医療の実態を伝えたほか、パネルディ

スカッションでは、参加者
の皆さまにも質問を投げか
けるなど、活発な意見交換
が行われました。

　

12
月
２
日
、
小
山
市
邦
楽
協
会
会
長
の
丹

野
井
成
寿
氏
が
地
域
文
化
功
労
に
よ
る
文
部

科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
。
小
山
市
で
は
、
平

成
８
年
に
故
・
五
月
女
政
平
氏
が
受
賞
し
て

以
来
、
２
人
目
の
受
賞
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

丹
野
氏
は
、
琴
の
演
奏
を
通
し
て
、
邦
楽

の
学
校
教
育
へ
の
導
入
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
。
昭
和
52
年
の
小
山
市
文
化

協
会
設
立
に
尽
力
さ
れ
た
ほ
か
、
会
長
・
副

会
長
を
歴
任
。
海
外
で
の
演
奏
活
動
な
ど
を

行
い
、「
文
化
都
市
小
山
」
の
創
造
に
ご
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。▲寒

さんがわに

川尼

おやま表情おやま表情
小山市長　大久保　寿　夫小山市長　大久保　寿　夫

「宇都宮大学おやまサテライト
プラザ」ロブレ６階に開設

　小山市は昨年 12 月 20 日宇都宮大学の協力を得て、
ＪＲ小山駅西口の商業ビル「ロブレ」の 6階フロアに、
大学の教育研究活動を紹介する「宇都宮大学おやまサテ
ライトプラザ」を開設しました。

　宇都宮大は昨年 4月、地
域社会の課題解決に向け「ま
ちづくりのプロ」を育てる
ことを主眼に地域デザイン
科学部を新設しました。
　このため、小山市は同大
の有する知的資源や研究成
果を地域活性化に活かす狙

いで昨年 6月に同大と「連携協力協定」を締結しました。
同大が自治体と協力して教育研究拠点を整備するのは初
めてで、同プラザは、協定に基づく一環で、約 180 ㎡
のスペースに研究活動の紹介や受験生向けの情報提供を
パネルなどで発信する学内の「ＵＵプラザ」と同等の内
容を展示するほか、同階の生涯学習センターで、市民向
けの講座などを開きます。
　プラザ設置に先駆け、5～ 8月には全 7回の「農業と
田園環境」10 ～ 12 月には全 6回の「本場結城紬」の
市民講座が開かれました。
　さらに小山市は、交流人口の増大による地方創生を図
るため、小山市の世界に誇る 2012 年に世界のラムサー
ル条約湿地に登録された
「渡良瀬遊水地」や 2010
年に世界のユネスコ無形文
化遺産に登録された「本場
結城紬」を活用した観光地
化への研究事業を同大に委
託しました。
　昨年 12 月 20 日の開設
記念式典には市内 5つの県立高校の生徒約 150 人も出
席。同大の石田朋靖学長は「宇大はこれまで、地域に密
着した実学を大切にしてきた。地域との連携を強化して
おり、サテライトプラザを県南の中核都市に設置できた
意義は大きい」とあいさつしました。
　式典に続き、石田学長が「明日を担うキミ達へのエー
ル」と題して記念講演したほか、同大の学部紹介も行わ
れました。
　このほか、市はサテライトプラザと同じ 6階に、高校
生を中心に利用できる、仕切りのある机を 100 席配置

する学習室「おやま未来
開運塾」の準備も進めて
います。
　サテライトプラザと
あわせて、6階が若人の
「夢」「未来」溢れるラウ
ンジになることを期待し
ています。



シ
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場

小
平
重
工
業
㈱
（
現
小
平
産
業
㈱
）

　

小
平
重
工
業
は
、
日
中
戦
争
開
始
後
ま
も
な

い
昭
和
13
（
１
９
３
８
）
年
12
月
、小
山
町
（
現

小
山
市
）
稲
葉
郷
の
約
１
万
坪
（
約
３
万
３
千

㎡
）
の
敷
地
に
工
場
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
橋
町
（
現
下
野
市
）
出
身
で
、
栃
木
県
知

事
を
務
め
た
小こ

だ
い
ら平
重じ

ゅ
う
き
ち吉
が
中
島
飛
行
機
（
現

富
士
重
工
業
・
群
馬
県
太
田
市
）
の
設
立
者
、

中な
か
じ
ま島
知ち

く

へ

い

久
平
と
政
界
で
知ち

き己
の
関
係
に
あ
り
、

戦
力
増
強
の
た
め
航
空
機
生
産
と
い
う
国
家
的

要
請
が
あ
り
、
中
島
飛
行
機
の
専
属
協
力
工
場

と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　

小
平
重
工
業
は
、
昭
和
14
（
１
９
３
９
）
年

６
月
、
中
島
飛
行
機
よ
り
航
空
機
部
品
の
発
注

を
受
け
、
昭
和
17
（
１
９
４
２
）
年
に
は
従
業

員
４
千
人
、
工
作
機
械
600
台
の
規
模
で
、
工
場

の
拡
張
を
図
り
ま
し
た
。
昭
和
19
（
１
９
４
４
）

年
12
月
、
軍
需
省
に
よ
り
、
軍
需
会
社
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
機
体
部
品
の
他
に
プ
ロ
ペ
ラ
の
組

み
立
て
に
も
進
出
し
、
当
時
、
航
空
機
部
品
業

界
に
お
い
て
有
力
な
地
位
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
20
（
１
９
４
５
）
年
８
月
15
日
、
終
戦

を
迎
え
、
軍
需
会
社
の
取
消
し
と
な
り
、
航
空

機
部
品
の
製
造
を
中
止
し
、
９
月
、
小
平
産
業
㈱

に
変
更
し
、
従
業
員
100
人
を
以
っ
て
民
需
品
の

生
産
に
転
換
し
、
翌
年
に
は
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
等

の
自
動
車
ボ
デ
ィ
ー
の
製
造
を
開
始
し
ま
し
た
。

古
河
電
気
工
業
㈱
小
山
工
場
（
現
㈱
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ

押
出
加
工
小
山
・
㈱
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
鋳ち

ゅ
う
た
ん鍛
）

　

明
治
初
年
に
足
尾
銅
山
を
買
収
し
、
明
治
の
銅

山
王
と
い
わ
れ
た
古ふ

る
か
わ河
市い

ち

べ

え

兵
衛
に
よ
り
築
か
れ

た
古
河
鉱
業
は
、
明
治
39
（
１
９
０
６
）
年
、
日

光
電
気
精
銅
所
を
建
設
し
、大
正
９
（
１
９
２
０
）

年
、
同
精
銅
所
と
横
浜
電
線
製
造
所
が
合
併
し

て
古
河
電
気
工
業
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

日
中
戦
争
の
開
始
と
戦
局
の
進
行
に
伴
っ

て
、
同
工
業
は
、
電
線
部
門
の
拡
充
に
優
先
し

て
、
新
た
に
軍
用
航
空
機
に
必
須
の
軽
合
金

（
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
な
ど
）
の
軍
需
品
の
増
産
体

制
や
設
備
拡
張
が
必
至
と
な
り
ま
し
た
。
小
山

工
場
は
、
昭
和
17
（
１
９
４
２
）
年
10
月
の
陸

軍
航
空
本
部
の
示じ

た

つ達
に
基
づ
い
て
、
航
空
機
用

軽
合
金
材
料
と
部
品
生
産
の
専
属
工
場
と
し
て

建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
年
12
月
、
工
場
用
地
と
し
て
大
谷
村
（
現

小
山
市
）
犬
塚
の
丸
山
競
馬
場
跡
が
選
定
さ

れ
、
翌
年
に
買
収
さ
れ
た
小
山
駅
東
一
帯
の
田

畑
・
山
林
・
宅
地
と
合
わ
せ
て
、
約
100
万
坪
（
約

330
万
㎡
）
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
19
（
１
９
４
４
）
年
１
月
、
軍
需
省
に

よ
り
、
軍
需
会
社
に
指
定
さ
れ
、
同
年
半
ば
に

は
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
生
産
を
中
心
に
し
た
鋳ち

ゅ
う
ぞ
う造
・

鍛た
ん
ぞ
う造
・
管
棒
の
各
工
場
の
建
設
に
着
手
し
、
鍛

造
工
場
が
一
部
操
業
し
、
小
物
鍛
造
品
を
製
造

し
ま
し
た
が
、翌
年
８
月
15
日
の
終
戦
に
伴
い
、

軍
需
会
社
の
指
定
を
取
消
し
、
製
造
中
止
に
な

り
ま
し
た
。
昭
和
24
（
１
９
４
９
）
年
、
軽
合

金
鋳
物
工
場
と
し
て
再
出
発
し
ま
し
た
。

　

国
策
に
よ
る
軍
需
品
生
産
の
軍
需
工
場
は
閉

鎖
さ
れ
、
戦
後
、
民
需
品
生
産
に
切
り
替
え
た

工
場
は
、
近
代
工
業
の
先
駆
け
で
あ
り
、
小
山

市
の
工
業
発
展
へ
の
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。

小
山
歴
史
研
究
会　

大
島　

満
雄

　

わ
が
国
は
、
昭
和
12
（
１
９
３
７
）
年
、
日
中
戦
争
の
開
始
か

ら
太
平
洋
戦
争
に
か
け
て
、
統
制
経
済
へ
の
傾
斜
が
強
ま
り
、
統

制
組
織
は
国
民
生
活
と
産
業
界
の
隅
々
に
ま
で
網
の
目
を
広
げ
て

い
き
ま
し
た
。

　

総
力
戦
遂
行
の
た
め
に
、
軍
用
航
空
機
・
兵
器
・
弾
薬
を
は
じ

め
、
軍
需
品
の
増
産
が
最
優
先
さ
れ
、
民
需
品
生
産
が
極
力
抑
制

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
国
策
の
た
め
に
、
民
間
の
主
要
工
場
が
陸
海

軍
の
軍
需
工
場
に
転
用
さ
れ
た
の
で
す
。
市
域
に
は
、
小
平
重
工

業
㈱
や
古
河
電
気
工
業
㈱
小
山
工
場
な
ど
数
社
が
あ
り
ま
し
た
。

11　広報小山 2017.2月号

▲旧小平重工業㈱本館【小平産業㈱提供】

▲旧古河電気工業㈱小山工場
【㈱ＵＡＣＪ押出加工小山・㈱ＵＡＣＪ鋳鍛提供】
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イ

ベ

ン

ト

ス

ポ

ー

ツ

県
立
博
物
館
２
月
の
主
な
行
事

◆
テ
ー
マ
展「
宇
都
宮
ゆ
か
り
の
画

人
」▽
２
／
12
㈰
ま
で「
お
じ
い
さ
ん

や
お
ば
あ
さ
ん
の
子
ど
も
の
こ
ろ
の

暮
ら
し
」▽
４
／
２
㈰
ま
で「
古
墳

時
代
の
始
ま
る
こ
ろ
〜
３
・
４
世
紀

の
人
々
の
移
動
と
交
流
〜
」▽
４
／

２
㈰
ま
で「
ア
ニ
マ
ル
パ
ラ
ダ
イ
ス

〜
美
術
の
中
の
動
物
た
ち
〜
」▽
２

／
25
㈯
〜
４
／
２
㈰
ま
で「
あ
つ
ま

れ
！
自
然
好
き（
ポ
ス
タ
ー
発
表
）」

▽
２
／
４
㈯
〜
３
／
５
㈰
ま
で
◆
県

博
デ
ー
▽
２
／
19
㈰

※
月
曜
休
館
。
高
校
生
以
上
要
観
覧
料

問
同
館
☎
０
２
８
・
６
３
４
・
１
３
１
１

平
成
29
年
度　

学
校
体
育
施
設

夜
間
開
放
利
用
団
体
の
申
請
受
付

お
や
ま
の
ま
ち
de
開
運
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ（
飾
り
馬
の
里
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

　

篠
塚
稲
荷
春
季
例
大
祭
（
飾
り

馬
等
）
に
あ
わ
せ
て
、
地
域
の
名

所
・
社
寺
・
旧
家
等
（
約
７
㎞
）

を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
回
り
ま
す
。

日
時　

3
／
12
㈰
13
時
豊
田
出
張

所
集
合
、
13
時
20
分
出
発

※
小
雨
決
行
・
荒
天
中
止
。
参
加

無
料
。
駐
車
場
は
豊
田
中
学
校
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

問
同
所
☎
37
１
０
０
２

小
山
市
文
化
協
会　

　

第
38
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
美
術
展

日
時　

２
／
16
㈭
〜
19
㈰
10
時
〜

18
時（
19
日
は
16
時
ま
で
）

会
場　

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ギ
ャ
ラ
リ
ー

作
品　

絵
画
・
書
・
写
真

問
同
協
会
事
務
局
☎
22
９
６
９
４

男
女
共
同
参
画
推
進
講
演
会

　

人
生
は
１
度
き
り
！
家
庭
も
仕
事

も
人
生
も
楽
し
み
た
い
あ
な
た
に

日
時　

２
／
18
㈯
13
時
〜
15
時
半

※
開
場
12
時
半
。
入
場
無
料

会
場　

結
城
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

ア
ク
ロ
ス
小
ホ
ー
ル

紙
芝
居　
「
も
も
こ
」（
ゆ
う
き
女

性
会
議
）

講
演
会　
「
寄
せ
鍋
型
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
で
人
生
を
楽
し
も

う
〜
欲
張
り
ラ
イ
フ
の
す
す
め

〜
（
講
師　

安
藤
哲
也
氏　

N
Ｐ

Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
ジ
ャ
パ

ン
）※
要
電
話
申
込

申
込
み
・
問
結
城
市
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー 

男
女
共
同
参
画
係
☎

０
２
９
６
54
７
０
０
８（
月
曜
休
館
）

白
鷗
大
学
退
職
教
授
記
念
講
義

日
時　

２
／
７
㈫
14
時
半
〜
16
時

会
場　

同
大
東
キ
ャ
ン
パ
ス
700
教
室

教
員
名　

加
藤
澤
男
教
授

演
題　
「
出
会
い
」（
体
操
と
の
出

会
い
か
ら
現
在
ま
で
の
貴
重
な
出

会
い
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
ル

８
個
の
記
録
）

日
時　

２
／
９
㈭
13
時
５
分
〜
14

時
35
分

会
場　

同
大
本
校
舎
２
号
館
272
教
室

教
員
名　

竹
長
吉
正
教
授

演
題　
〈
子
ど
も
〉を
発
見
す
る
国

語
の
授
業

問
同
大
学
地
域
連
携
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
☎
22
９
７
９
０
・
℻  
22

８
９
８
９

天
体
観
望
会
「
オ
リ
オ
ン
座
を
み

つ
け
よ
う
〜
オ
リ
オ
ン
大
星
雲
を

み
よ
う
〜
」

日
時　

２
／
11
㈯
18
時
半
〜
20
時

会
場　

生
井
公
民
館　

※
駐
車
場
は
JA
お
や
ま
生
井
支
店

そ
の
他　

中
学
生
以
下
は
、
保
護

者
同
伴
。
曇
雨
天
中
止
（
当
日
実

施
時
刻
の
１
時
間
前
に
電
話
ま
た

は
博
物
館
HP
で
要
確
認
）。

◆
当
日
11
時
〜
12
時
半
に
博
物
館

駐
車
場
で
太
陽
観
測
会
も
実
施
。

問
博
物
館
☎
45
５
３
３
１

み
ん
な
で
歩
け
歩
け
運
動
６
㎞

日
時　

３
／
５
㈰
８
時
45
分
〜

コ
ー
ス　

古
河
駅
（
西
口
）
集
合

↓
頼
政
神
社
↓
長
谷
観
音
↓
香
取

神
社
↓
古
河
総
合
公
園
↓
古
河
市

役
所
古
河
庁
舎
↓
古
河
歴
史
博
物

館
↓
古
河
駅
（
西
口
）
解
散

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
21
２
６
９
５

当
日
は
☎
０
８
０
・
２
６
８
４
・
０
６
６
８

映
画「
蔦
監
督
〜
高
校
野
球
を
変

え
た
男
の
真
実
」の
上
映

日
時　

２
／
５
㈰
14
時
〜

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

※
入
場
無
料

問
映
画
「
蔦
監
督
」
上
映
実
行
委

員
会
事
務
局
☎
22
９
２
７
４

ス
キ
ー
バ
ッ
ジ
テ
ス
ト
（
級
別
テ

ス
ト
）

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

平
成
29
年
度
登
録
チ
ー
ム
募
集

部
門　

①
一
般
男
子
１
部
②
同
２
部

③
同
３
部
④
壮
年
（
40
歳
以
上
）
１
部

⑤
同
２
部
⑥
実
年
（
50
歳
以
上
）
⑦
シ

ニ
ア
（
59
歳
以
上
）
⑧
レ
デ
ィ
ー
ス
⑨

小
学
生
女
子
※
年
齢
は
４
／
１
現
在

登
録
料　

①
②
③
⑤
⑥
⑦
１
万
円
、

④
１
万
２
千
円
、
⑧
⑨
６
千
円

申
込
み　

２
／
26
㈰
10
時
〜
正
午

に
申
込
書
に
登
録
料
を
添
え
て
県

南
体
育
館
研
修
室

※
体
育
協
会
登
録
料
（
１
人
100
円
）

も
併
せ
て
納
入

問
同
協
会
・
近
藤

☎
０
９
０
・
１
４
０
４
・
２
０
４
１

伸
び
ゆ
く
子
ど
も
た
ち
の
作
品
展

　

県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校
児
童

生
徒
の
作
品
展
示
と
製
品
販
売

日
時　

２
／
11
㈯
〜
13
㈪
10
時
〜

19
時（
13
日
は
15
時
半
ま
で
）

２
０
１
７
お
や
ま
花
フ
ェ
ス
タ

日
時　

３
／
４
㈯
・
５
㈰
９
時
〜

16
時

会
場　

道
の
駅
思
川
・
小
山
評
定

館
※
入
場
無
料

開
会
式　

３
／
４
㈯
８
時
半
か
ら

展
示
品
の
予
約
販
売　

引
渡
し
は

３
／
５
㈰
14
時
〜
16
時

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室　

両
日
と
も

11
時
と
13
時
の
全
４
回
開
催

参
加
費　

千
500
円（
要
予
約
）

定
員　

各
回
先
着
20
人

申
込
み　

２
／
６
㈪
９
時
か
ら
電

話
で
農
政
課
☎
22
９
２
５
３

会
場　

イ
オ
ン
栃
木
店

問
同
校
☎
０
２
８
２
24
７
５
７
５

お
に
っ
こ
ク
ラ
ブ
・
小
山
市
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
親
子
ス
キ
ー
・
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

日
時　

３
／
４
㈯
５
時
県
立
温
水

プ
ー
ル
館
前
駐
車
場
集
合
▽
19
時

解
散
予
定

会
場　

会
津
高
原
た
か
つ
え
ス

キ
ー
場

定
員　

各
教
室
合
計
40
人 

※
小

学
４
年
生
以
下
保
護
者
同
伴(

保

護
者
は
中
学
生
以
上
）

ス
キ
ー
指
導　

お
に
っ
こ
ク
ラ
ブ

役
員

ス
ノ
ボ
指
導　

バ
ン
ク
ー
バ
ー
五

輪
日
本
代
表
・
押
田
奈
津
子
氏
ほ
か

参
加
料　

５
千
円（
バ
ス
代
・
有

料
道
路
代
・
保
険
料
を
含
む
）

※
レ
ン
タ
ル
・
リ
フ
ト
券
・
昼
食

等
は
申
込
み
時
に
別
途
料
金
必
要

申
込
み　

２
／
７
㈫
〜
24
㈮
の
平

対
象　

成
人
を
含
む
市
内
在
住
者

10
人
以
上
で
組
織
し
、
年
間
を
通

し
て
利
用
す
る
団
体

申
請　

２
／
22
㈬
〜
３
／
17
㈮
の

平
日
８
時
半
〜
17
時
15
分
に
申
請

書
類
を
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

調
整
会
議　

４
／
14
㈮
18
時
半
か

ら
県
南
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

※
詳
細
は
市
HP
ま
た
は
申
請
書
類

（
県
南
体
育
館
で
配
布
）
を
ご
確

認
く
だ
さ
い

問
同
課
☎
21
２
６
９
５

日
時
・
会
場　

３
／
５
㈰
９
時
に

丸
沼
高
原
ス
キ
ー
場
セ
ン
タ
ー
ハ

ウ
ス
前
集
合（
現
地
集
合
・
現
地

解
散
）

検
定
料　

1
級
４
千
円
、
２
級

３
千
500
円
、
３
級
３
千
円
、
４
級

２
千
円
、
５
級
千
500
円

※
検
定
料
は
当
日
徴
収
。
合
格
者

は
発
表
後
に
公
認
料
を
別
途
徴
収

受
験
資
格　

①
受
験
者
の
年
齢
制

限
な
し
②
１
級
受
験
者
は
２
級
取

得
者
に
限
り
、
検
定
会
ま
で
に
事

前
講
習
１
単
位
２
時
間
を
終
了
し

て
お
く
こ
と（
当
日
２
千
円
で
事

前
講
習
受
講
可
能
）※
事
前
講
習

は
当
該
年
度
の
み
有
効

申
込
み　

２
／
６
㈪
〜
24
㈮
の
平

日
８
時
半
〜
17
時
に
電
話
で
市
体

育
協
会
☎
30
５
８
５
６



お

知

ら

せ
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ご
み
の
排
出
削
減
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す

〇
必
要
な
食
品
を
必
要
な
時
に
、
必

　

要
な
量
だ
け
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

〇
食
材
は
正
し
く
保
存
し
て
、
無
駄

　

な
く
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

〇
必
要
な
量
だ
け
調
理
し
、
残
さ
ず

　

食
べ
ま
し
ょ
う
。

〇
生
ご
み
は
絞
っ
て
水
分
を
減
ら

　

し
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
課
☎
22
９
２
８
６

第
15
回
小
山
市
ペ
タ
ン
ク
大
会

日
時　

３
／
４
㈯
８
時
半
か
ら
受
付

会
場　

ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場（
外
城
546
）

参
加
料　

非
会
員
500
円
・
会
員
200
円

申
込
み　

２
／
15
㈬
ま
で
に
市
ペ

タ
ン
ク
協
会

問
同
協
会
・
輕
部

☎
０
９
０
・
６
３
１
２
・
８
３
６
０

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
や
っ
て
み
た
い

方
募
集

　

小
山
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
で

は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス(

軟
式
テ
ニ
ス
）

を
や
っ
て
み
た
い
方
、
昔
や
っ
て

い
て
、
ま
た
始
め
た
い
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

問
同
連
盟
HP　

h
ttp
://w

w
w
.

osa.server-shared.com
/ 

の

「
小
山
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
よ
り

の
お
知
ら
せ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小
山
市
民
間
委
託
等
推
進
計
画(

素
案)

に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト

　

市
に
お
け
る
既
存
事
業
の
在
り

方
を
見
直
す
と
と
も
に
、
民
間
委

託
等
を
推
進
す
る
た
め
策
定
を
進

め
て
い
る
「
小
山
市
民
間
委
託
等

推
進
計
画
」
の
素
案
を
公
表
し
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お

漏
水
調
査
を
実
施
し
ま
す

調
査
区
域　

図
１
の
と
お
り

調
査
箇
所　

水
道
本
管
か

ら
メ
ー
タ
ー

ま
で

期
間　

２
／

６
㈪
〜
28
㈫

請
負
業
者　

㈱
伊
藤
ラ
イ

ニ
ン
グ

※
敷
地
内
立
入
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
費
用
請
求
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん問
水
道
課
☎
24
７
６
１
５

自
死
遺
族
の
会

　

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り
亡
く

さ
れ
た
、
そ
の
想
い
を
わ
か
ち
あ

え
る
会
を
開
催
し
ま
す
。
親
近
者

の
み
で
な
く
、
つ
ら
い
思
い
を
抱

え
た
方
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

日
10
時
〜
17
時
に
参
加
料
・
必
要

料
金
を
添
え
て
市
体
育
協
会
へ
直

接 
※
キ
ャ
ン
セ
ル
は
２
／
24
㈮

ま
で
。
そ
れ
以
降
は
参
加
料
の
返

金
不
可

問
お
に
っ
こ
ク
ラ
ブ
・
廣
瀬

☎
23
５
０
８
３
／
同
協
会
☎
30

５
８
５
６

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

２
／
13
㈪
ま
で

閲
覧
場
所　

行
政
経
営
課
、
各
出

張
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
の
提
出
方
法　

住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
郵

送（
〒
323ｰ

8686 

住
所
不
要
）・
℻  
22

８
９
７
２
・

d
s1-g

yo
k
ei@

city.oyam
a.tochigi.jp

ま
た
は

直
接
、
行
政
経
営
課

問
行
政
経
営
課
☎ 

22
９
３
１
５

図１

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

は
、
口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま

す
。
口
座
振
替
に
は
翌
月
末
引
落

の
ほ
か
に
、
当
月
末
引
落
の
「
早

割
」（
月
々
50
円
割
引
）
や
現
金
納

付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
「
６
カ

月
前
納
」、「
１
年
前
納
」、「
２
年

前
納
」
が
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
、

納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通

帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
の

う
え
、
希
望
の
金
融
機
関
、
年
金

事
務
所
ま
た
は
国
保
年
金
課
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
４
月

か
ら
前
納
を
希
望
す
る
場
合
は
、

２
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
国
保
年
金
課
☎
22
９
４
１
６
・

９
４
１
７

人
間
ド
ッ
ク
等
を
受
診
す
る
方
の

検
診
費
用
の
一
部
助
成

　

小
山
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
皆
さ
ま
の
疾
病
予
防
・
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
通
じ
て
健
康
の

増
進
に
役
立
て
る
た
め
に
、
人
間

ド
ッ
ク
等
の
検
診
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

受
付　

３
／
12
㈰
〜
17
㈮

※
受
診
期
間
は
４
／
１
㈯
か
ら
平

成
30
年
３
／
31
㈯
ま
で
で
す
。
詳

し
く
は
、
本
紙
3
月
号
に
掲
載
し

ま
す

問
国
保
年
金
課
☎
22
９
４
１
８

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

　

同
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、

文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
を
行
う
４
人
以
上
の
ア
マ

チ
ュ
ア
の
団
体
が
対
象
で
す
。

　

詳
し
く
は（
公
財
）ス
ポ
ー
ツ
安
全

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
加
入
依
頼
書
は
足
利
銀
行
、

市
教
育
委
員
会
、
県
南
体
育
館
の

窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

問
同
協
会
栃
木
県
支
部（（
公

財
）
栃
木
県
体
育
協
会
内
）
☎

０
２
８
・
６
２
２
・
７
８
７
８

登
記
事
項
証
明
書
等
の
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

交
付
請
求
を
す
れ
ば
登
記
所
に
出

向
か
ず
に
平
日
の
８
時
半
〜
21
時

ま
で
請
求
で
き
る
ほ
か
、
窓
口
よ

り
も
手
数
料
が
安
く
な
り
ま
す
。

問
宇
都
宮
地
方
法
務
局

☎
０
２
８
・
６
２
３
・
６
３
３
３

借
金
の
悩
み
は
国
の
無
料
相
談
窓
口
へ

　

専
門
の
相
談
員
が
丁
寧
に
お
話

を
伺
い
ま
す
。
一
緒
に
解
決
方
法

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月

間
」
無
料
相
談
会

期
間　

２
／
１
㈬
〜
28
㈫
（
土

日
・
祝
日
除
く
）

会
場　

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

内
容　

相
続
に
関
す
る
事
項

※
相
談
に
つ
い
て
は
、
お
近
く
の

司
法
書
士
事
務
所
に
直
接
ご
連
絡

く
だ
さ
い

問
栃
木
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
８
・
６
１
４
・
１
１
２
２

必
ず
チ
ェ
ッ
ク　

最
低
賃
金

　
　
　
　

使
用
者
も
、
労
働
者
も

　

栃
木
県
最
低
賃
金
は
、
昨
年
10
／

１
か
ら
時
間
額
７
７
５
円
に
改
正
さ

れ
、
県
内
の
6
つ
の
産
業
の
特
定
最

低
賃
金
は
、
昨
年
12
／
31
か
ら
次
の

と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
塗
料
製
造
業
９
０
４
円
』、

『
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機
械

器
具
、
業
務
用
機
械
器
具
製
造
業

８
５
１
円
』、『
電
子
部
品
･
デ
バ
イ

ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、

情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業
８
５
１

円
』、『
自
動
車
･
同
附
属
品
製
造
業

８
５
６
円
』、『
計
量
器
･
測
定
器
･

分
析
機
器
･
試
験
機
･
測
量
機
械
器

具
製
造
業
、
医
療
用
機
械
器
具
･
医

療
用
品
製
造
業
、
光
学
機
械
器
具
･

レ
ン
ズ
製
造
業
、
医
療
用
計
測
器
製

造
業
、
時
計
･
同
部
分
品
製
造
業

８
５
１
円
』、『
各
種
商
品
小
売
業

８
１
７
円
』

問
栃
木
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
２
８･

６
３
４･

９
１
０
９

を
考
え
ま
し
ょ
う
。

相
談
受
付　

平
日
８
時
半
〜
17
時

問
宇
都
宮
財
務
事
務
所

☎
０
２
８
・
６
３
３
・
６
２
９
４

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー(

写
真
付
個
人

番
号
）
カ
ー
ド
に
よ
り
市
内
・
全

国
の
指
定
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
、
住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明

書
お
よ
び
戸
籍
の
証
明
書
の
交
付

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
２
／
11
㈯
は
シ
ス
テ
ム
停
止
に

よ
り
休
止
し
ま
す

問
市
民
課
☎
22
９
４
０
２

日
時　

２
／
21
㈫
14
時
か
ら（
約

２
時
間
・
申
込
不
要
）

会
場　

保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
福
祉
課
☎
22
９
６
１
９
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小
山
高
専
公
開
講
座
（
無
料
）

◆
実
践
！
家
庭
の
危
険
予
備
講
座

▽
２
／
25
㈯
９
時
〜
正
午
▽
小
学

生
〜
社
会
人
５
組（
５
〜
15
人
）

申
込
み　

同
校
☎
⒇
２
１
９
７

栃
木
共
同
高
等
産
業
技
術
学
校
訓
練
生

対
象　

中
学
校
卒
業
以
上
の
学
力

を
有
し
、
大
工
・
工
務
店
等
の
建

設
関
係
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る

方
（
予
定
含
む
）
な
ど

申
込
み　

３
／
31
㈮
ま
で

問
同
校
☎
０
２
８
２
23
２
１
２
９

市
営
住
宅
の
入
居
者

対
象　

市
内
在
住
・
通
勤
者
／
現

に
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
方
／
現
に
住
宅

に
困
窮
し
て
い
る
方
／
収
入
が
一

定
基
準
以
下
の
方
／
地
方
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
方
／
暴
力
団
員
で

な
い
方 
※
そ
の
他
資
格

や
応
募
箇
所
に
つ
い
て
は

要
問
合
せ

申
込
み　

２
／
24
㈮
ま
で
に
建
築

課
☎
22
９
２
１
２

折
紙
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
お
ひ
な
さ
ま
」

日
時　

２
／
18
㈯
10
時
〜

会
場　

市
立
博
物
館

参
加
費　

100
円
※
折
り
紙
持
参

申
込
み　

２
／
１
㈬
９
時
か
ら
車

屋
美
術
館
☎
41
０
９
６
８

福
祉
の
お
仕
事
就
職
フ
ェ
ア

日
時　

２
／
18
㈯
13
時
〜
15
時
半

会
場　

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ

対
象　

福
祉
の
仕
事
に
就
き
た
い

方
、
興
味
の
あ
る
方

問
県
社
協 

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン

タ
ー
☎
０
２
８
・
６
４
３
・
５
６
２
２

第
15
回
ヤ
ナ
ギ
・
セ
イ
タ
カ
ア
ワ

ダ
チ
ソ
ウ
除
去
作
戦

日
時　

２
／
12
㈰
８
時
半（
受
付

開
始
）
〜
10
時（
終
了
予
定)

※
雨
天
中
止
。
中
止
の
場
合
、
前

日
ま
で
に
市
HP
に
掲
載

場
所　

渡
良
瀬
遊
水
地
第
２
調
節

池
内
環
境
学
習
フ
ィ
ー
ル
ド

※
汚
れ
て
も
い
い
服
装（
長
袖
・

長
ズ
ボ
ン
）、
長
靴
で
参
加

問
渡
良
瀬
遊
水
地
ラ
ム
サ
ー
ル
推

進
課
☎
22
９
３
５
４

親
子
で
地
産
地
消
バ
ス
ツ
ア
ー

日
時　

３
／
18
㈯
８
時
半
〜
14
時
半

集
合　

市
役
所
西
側
駐
車
場

対
象　

市
内
在
住
小
・
中
学
生
と

そ
の
保
護
者
（
先
着
20
人
）

内
容　

ヨ
シ
焼
き
見
学
・
レ
タ
ス

小
山
市
市
民
農
園
の
貸
し
農
園
新

規
利
用
者

期
間　

４
／
１
㈯
〜
平
成
30
年
３

／
31
㈯
ま
で
の
１
年
間

場
所　

小
山
市
市
民
農
園（
道
の

駅
思
川
南
）

料
金　

5
千
円
／
年

内
容　

区
画（
20
㎡
）内
に
好
き
な

作
物
を
栽
培
で
き
ま
す
。

申
込
み　

２
／
17
㈮
ま
で
に
農

政
課
へ
※
申
込
者
多
数
の
場
合

は
抽
選

問
同
課
☎
22
９
２
５
４

大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説
明
会

日
時
・
会
場　

２
／
11
㈯
11
時
〜
16
時

▽
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
※
入
場
無
料

対
象　

一
般
お
よ
び
高
校
生

問（
公
財
）私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

☎
０
3
・
３
８
１
８
・
３
８
７
０

募

集

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
講
座

日
時　

２
／
14
・
21
・
28
、
３
／

７
・
14
（
毎
週
火
曜
日
）
９
時
半

〜
11
時
半

参
加
費　

600
円（
専
用
マ
ウ
ス

ピ
ー
ス
を
お
持
ち
の
方
500
円
）

定
員　

先
着
20
人

申
込
み　

寒
川
公
民
館
☎
38

１
０
０
２

ゆ
め
ま
ち
の
認
知
症
予
防
講
座

日
時　

２
／
17
㈮
10
時
〜
正
午

会
場　

ゆ
め
ま
ち（
城
南
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
）

内
容　

脳
を
活
性
化
し
て
認
知
症

予
防（
創
作
献
立
＆
昔
遊
び
）

定
員　

先
着
35
人
※
無
料

申
込
み　

高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
お
や
ま
総
合
☎
31
０
２
１
１

ゆ
め
ま
ち
の
小
山
歴
史
講
座

日
時　

２
／
18
㈯
13
時
半
〜
15
時
半

会
場　

ゆ
め
ま
ち（
城
南
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
）会
議
室

内
容　

野
木
宮
合
戦

講
師　

大
島
満
雄
氏
（
小
山
歴
史

研
究
会
副
会
長
）

定
員　

先
着
30
人
※
無
料

申
込
み　

ゆ
め
ま
ち
☎
27

９
９
３
５

ク
ラ
フ
ト
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
講
座

◆
紬
糸
で
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
作
り
▽
２
／
25
㈯
10
時
〜

16
時
◆
ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト
▽
３
／
８

㈬
10
時
〜
正
午
◆
間
々
田
紐
の
組

み
ひ
も
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
・
ス
ト
ラ
ッ

プ
▽
３
／
11
㈯
13
時
半
〜
16
時

会
場　

お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ

「
家
庭
菜
園
の
コ
ツ
！
相
談
事

業
」
え
っ
！
春
の
園
芸
作
業
!?
〜

情
報
・
ヒ
ン
ト
の
探
し
方
〜

日
時　

２
／
25
㈯
14
時
〜
16
時

会
場　

中
央
図
書
館
（
先
着
10
人
）

講
師　

鈴
木
稔
氏
（
農
山
漁
村
文

化
協
会
）

申
込
み　

中
央
図
書
館
に
直
接
ま

た
は
☎
21
０
７
５
０

本
の
森
の
音
楽
会

日
時　

３
／
５
㈰
14
時
〜
15
時
半

会
場
・
定
員　

中
央
図
書
館　

視

聴
覚
ホ
ー
ル　

先
着
100
人

内
容　

下
野
楽
遊 

奏
楽
塾「
フ
ォ

ル
テ
ピ
ア
ノ
と
弦
楽
合
奏
」

申
込
み　

２
／
８
㈬
９
時
か
ら
中

央
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク
に
直

接
ま
た
は
電
話
☎
21
０
７
５
２

介
護
入
門
研
修

日
時　

３
／
２
㈭
・
７

㈫
・
９
㈭
・
14
㈫
13
時

半
〜
16
時

会
場　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

高
齢
者
の
栄
養
管
理
・
介

護
技
術
等
の
講
義
・
実
技
※
無
料

申
込
み　

高
齢
生
き
が
い
課
☎
22

９
６
４
７

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
習
会

日
時　
（
前
篇
）
３
／
６
㈪
・
８
㈬

９
時
〜
11
時
半
※
い
ず
れ
か
を
受

講
（
後
編
）
３
／
13
㈪
10
時
〜
正
午

会
場　

ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

「
お
や
ま
〜
る
」

定
員　

先
着
50
人
※
無
料

申
込
み　

ま
ち
な
か
交
流
セ
ン

タ
ー
☎
⒇
５
５
６
２
ま
た
は
当
日

直
接
会
場
に

栃
木
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員

活
動
内
容　

温
暖
化
防
止
・
環
境

学
習
の
推
進
や
普
及
啓
発
活
動

応
募
方
法　

市
環
境
課
設
置
の
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

郵
送
（
〒
320ｰ

8501 

宇
都
宮
市
塙
田

１
‐
１
‐
20
）
ま
た
は

chikyu-
ondanka@

pref.tochigi.lg.jp

募
集
締
切　

２
／
22
㈬
必
着

ち
び
っ
こ
探
険
学
校
ヨ
ロ
ン
島

期
間　

３
／
26
㈰
〜
４
／
１
㈯

（
６
泊
７
日
）

場
所　

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

対
象　

小
学
２
〜
６
年
生 

※
２

月
末
現
在

定
員　

日
本
人
小
学
生
200
人
、
在

日
外
国
人
小
学
生
100
人

参
加
費　

14
万
８
千
円 

※
宇
都

宮
駅
出
発
の
場
合

申
込
期
限　

３
／
６
㈪

問
（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協

会
☎
０
３
・
６
４
１
７
・
９
７
２
１

（地独）
栃
木
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
職
員
（
看
護
師
）

　

募
集
期
間
は
随
時
。提
出
書
類
、

試
験
日
等
は
要
問
合
せ

問
栃
木
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
・
６
５
８
・
５
１
５
１

収
穫
・
な
ま
ず
天
付
鍋
焼
き
う
ど

ん
の
昼
食
な
ど

参
加
費　

昼
食
代
千
円（
現
地
支
払
）

申
込
み　

２
／
６
㈪
９
時
半
〜
農

政
課
☎
22
９
２
５
７

渡
良
瀬
遊
水
地
の
観
光
地
化
を
進

め
る
た
め
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ラ
イ

フ
を
楽
し
む
女
性
の
自
転
車
教
室

日
時　

３
／
11
㈯
９
時
〜

会
場
・
定
員　

市
役
所
大
会
議
室

（
講
義
終
了
後
、
市
内
走
行
体
験
）

先
着
20
人

参
加
費　

500
円（
飲
み
物
・
保
険
含
）

申
込
み　

建
設
政
策
課
☎
22

９
２
０
４

申
込
み
・
問　

栃
木
県
地
球
温
暖
化
対
策
課

☎
０
２
８
・
６
２
３
・
３
２
９
７

フ
ト
館
※
要
予
約
・
材
料
費
別

問
同
館
☎
32
６
４
７
７
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み
ん
な
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ

※
詳
し
く
は
各
連
絡
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団
員
募
集

４
月
で
小
学
校
１
年
生
以
上
の
女
子
▽

２
／
１
㈬
〜
28
㈫
に
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

栃
木
県
第
11
団･

吉
澤
☎
22
３
５
８
８

こ
ぐ
ま
保
育
園
楽
し
い
子
育
て
支
援
事

業「
離
乳
食
の
作
り
方
・
進
め
方
」

２
／
14
㈫
９
時
40
分
〜
11
時
半
▽
市
内

在
住
親
子
10
組
▽
２
／
13
㈪
ま
で
に
同

園
☎
28
１
１
８
９ 

※
平
日
９
時
〜
16
時

ま
で

日
本
泳
法
体
験
会

日
本
泳
法
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
▽

２
／
27
㈪
13
時
〜
15
時（
受
付
12
時
半

〜
）▽
25
ｍ
ほ
ど
泳
げ
る
方
▽
受
講
料

無
料（
保
険
料
500
円
別
途
）▽
２
／
15
㈬

ま
で
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
経
験
の

有
無
を
記
載
し
県
水
泳
連
盟
日
本
泳
法

委
員
会
へ
℻  
22
１
５
７
７（
電
話
番
号
同

じ
）

空
手
一
日
体
験
講
座（
護
身
術
等
）

３
／
11
㈯
10
時
〜
11
時
半
▽
小
山
城

南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
▽
参
加
料
無

料
▽
女
性
・
子
ど
も
歓
迎
▽
山
本
☎

０
９
０
・
６
５
１
５
・
２
５
１
９

小
山
城
南
高
校
吹
奏
楽
部
第
12
回
定
期

演
奏
会　
「
愛
」
〜
無
限
に
羽
ば
た
く
城

南
サ
ウ
ン
ド

３
／
19
㈰
14
時
開
演（
13
時
半
開
場
）▽

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
▽
入

場
無
料
▽
問
同
校
吹
奏
楽
部 

狐
塚
☎
27

１
２
４
５

Ｏ
Ｋ
Ｃ
囲
碁
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

毎
週
日
曜
日
10
時
〜
16
時
▽
市
ふ
れ
あ

い
健
康
セ
ン
タ
ー
教
養
娯
楽
室
▽
棋

力
10
級
以
上
の
方
▽
入
会
費
２
千
円
・

年
会
費
２
千
円
▽
申
込
み
・
荒
木
41

５
０
６
８

■平成 28年度小山市一般会計補正予算（第 2号）
補正予算額　14億 4,616 万 5千円
補正後予算総額　628億 3,647 万 2千円
〇歳入内訳（単位：千円）　市税 △ 692,368、地方交付
税 △ 285,775、分担金及び負担金 34,239、国庫支出金 
910,240、県支出金 132,136、繰越金 1,258,651、諸収
入 50,342、市債 38,700
〇歳出内訳（単位：千円）　職員給与費 △ 185,764、
市税過年度還付金及び還付加算金 109,000、臨時福
祉給付金給付事業費 379,261、障がい者介護給付費 
180,000、民間保育所入所委託料 241,000、生活保護
扶助費 110,000、旧小山市民病院一部施設解体事業費 
△ 350,000、城山町二丁目第一地区市街地再開発事業費 
237,600、その他 725,068（うち小山運動公園駐車場整
備事業費 38,305）
■平成 28 年度小山市国民健康保険特別会計（事業勘定）
補正予算（第 1号）
補正予算額　1億 6,499 万 9千円
補正後予算総額　201億 7,799 万 9千円
〇歳入内訳（単位：千円）　繰入金 △ 14,211、繰越金 
179,210
〇歳出内訳（単位：千円）　職員給与費 △ 14,211、一般
被保険者高額療養費 179,210
■平成 28年度小山市介護保険特別会計補正予算（第 2号）
補正予算額　△ 1,336 万 5千円
補正後予算総額　107億 3,815 万 2千円
〇歳入内訳（単位：千円）　国庫支出金 1,659、支払基金
交付金 △ 454、県支出金 941、繰入金 △ 15,511

〇歳出内訳（単位：千円）　職員給与費 △ 17,293、中高
齢者向介護入門研修事業費 78、居宅介護福祉用具購入費 
3,850、配食サービス事業費 △ 5,470、配食支援事業費 
5,470
■小山市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の
定数を定める条例の制定について
　農業委員会等に関する法律の改正により、農業委員会の
委員及び農地利用最適化推進委員の定数を定めるととも
に、農業委員会の委員の選任方法が市長の任命制に変更と
なることから、公選制に係る条例を廃止し、あわせて部会
制の廃止等に伴う関係条例の整備をするもの
施行日　現任する農業委員会の委員の全員が退任する日の
翌日から施行、及び公布の日から施行し、平成28 年 4月
1日から適用
■小山市空家等対策協議会設置条例の制定について
　空家対策の推進に関する特別措置法に基づき、空家等に
関する対策を総合的かつ計画的に実施するため、専門的な
見地及び市民の立場から広く意見を求めるための附属機関
として、小山市空家等対策協議会を設置し、これに伴い小
山市老朽危険空き家等審議会を廃止しようとするもの
施行日　公布の日
■地方独立行政法人新小山市民病院第 2期中期目標の策
定について
　地方独立行政法人法第 25条の規定に基づき、地方独立
行政法人新小山市民病院が一定期間において達成すべき業
務運営に関する中期目標について定めるもの
施行日　平成 29年 4月 1日

平成 28年　
        第 4 回小山市議会定例会報告

　市議会定例会が、11月 29 日㈫から 12 月 22
日㈭まで開催されました。今回、議会で審議され
た主なものを紹介します。

時期 市役所からこんにちは　6:00　9:00　12:30　15:00　18:00　21:00　0:00 広報番組　7:30 から 3時間ごと

上旬
■企画展「アートリンクとちぎ」/車屋美術館■小山評定講演会・観劇会 /
文化振興課■新小山市民病院ミニ健康講座 /新小山市民病院　等 ■「未来への虹」

中旬
■ひとくち健康メモ「子宮頸がん受診間隔」/健康増進課■小山評定
講演会・観劇会/文化振興課　等

■「あなたの想いで、でき
ることがある　消防団」
■「交通ルールを守る、大
切な命を守る」

下旬
■博物館まつり・友の会作品展/博物館■春季火災予防運動・住宅用
火災警報器の維持管理について/消防本部予防課■　等

■生涯学習テレビ大学「ト
コロジスト入門！「場所の
専門家」とは…」

月間 ■イベント情報/秘書広報課■英会話講座「G'day OYAMA」/国際交流員　等

2月の
行政テレビ

　視聴にはテレビ小
山放送㈱のケーブル
テレビへの加入が必
要となります。
　デジタル101chを
選局ください。
問秘書広報課22‒9353

　平成28年度小山市人権標語入選作品（最優秀賞）
　　やめようね　かげ口悪口　仲間はずれ　　小山城北小学校　6年　永

な が た

田　寛
ひ ろ と

人
　　笑顔はね　みんなをつなげる　一つの輪　豊田南小学校　　6年　鶴

つ る み

見　直
な お や

哉
　　あいさつで　いじめがゼロの　学校に　　豊田北小学校　　6年　鈴

す ず き

木　玲
れ い な

菜
　　　　※毎年順番で小学校３校から募集しています



すこやか通信 みんなの元気がおやまの元気　
健康増進課（保健 ･福祉センター 3階）

乳幼児健康相談（要申込）
期　日　3月 16日㈭
受　付　計測のみの方9:00～ 11:00
相談ありの方①9:00 ～ ② 9:30 ～
　　　　　　③10:00 ～④ 10:30 ～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　2月28日㈫から☎22‒9527

広報小山 2017.2月号　16

メタボリックシンドローム対策事業
～からだスッキリ！運動教室～
（無料・要申込）
日　時　2月16日㈭13:30～15:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　40歳以上の教室に興味
がある市民（運動制限のない方）
持ち物　筆記用具、室内運動靴、飲
み物、タオル、ヨガマット（お持ちの方）
申込み　☎22‒9607

マタニティクラス「はじめて
のきょうだいクラス」（要申込）
日　時　3月6日㈪
　　　　9:30～11:30（受付9:15）
会　場　保健・福祉センター
内　容　妊娠期の生活や子どもの食事
　　　　きょうだいとのかかわり方
対　象　2 人目以降の妊婦とその家族
持ち物　母子健康手帳、申込書
　　　　テキスト代 250円
申込み　☎22‒9527

「開運おやま健康マイレージ」の
ポイントを集めている皆さまへ
　応募の締め切りは3月15日㈬で
す。ポイントが10点集まったら、
ポイントカードへ必要事項を記入
のうえ、各出張所または健康増進
課へお持ちいただくか、切手を
貼って郵便ポストへ投函してくだ
さい。
問☎22‒9532

離乳食教室（要申込）
日　時　3月 9日㈭
　　　　9:30 ～ 11:45（受付 9:15）
会　場　保健・福祉センター
内　容　中・後期食の講話

　歯科衛生士による講話
　調理デモンストレーション見学
　試食

対　象　離乳食中期（月齢の目安
7、8カ月頃 )の児とその保護者
定　員　先着 20組
参加料　100円（材料代）
申込み　2月9日㈭から☎22‒9525

とちぎ子ども救急電話相談
　お子さんが急な病気やケガで心
配なとき、ご相談ください。家庭
での対処方法などについて、経験
豊富な看護師がアドバイスしま
す。
【月～土曜日】18:00～翌日 8:00
【日曜・祝日】 8:00～翌日 8:00
☎♯8000（携帯電話やプッシュ
回線以外は☎028‒600‒0099）

とちぎ救急医療電話相談
　大人（おおむね 15歳以上）を対
象とした救急電話相談です。急な
病気やケガで心配なとき、ご相談
ください。救急車要請や医療機関
受診の要否、家庭での対処方法な
どについて、看護師がアドバイス
します。
【毎日】18:00～ 22:00
☎♯7111（携帯電話やプッシュ
回線以外は☎028‒623‒3344）

自治医科大学附属病院
「がん患者と家族のサロン」（無料）
　病気でつらい気持ち、ひとりで
抱えていませんか？自治医科大学
付属病院では、病気との向き合い
方を学んだり、話し合いの時間を
持ったりする、「がん患者と家族
のサロン」を開催します。がんの
種別は問いません。どなたでも、
お気軽にご参加ください。医師・
看護師・薬剤師・管理栄養士・社
会福祉士・理学療法士・臨床心理
士・事務職員がサポートします。
日　時　2月9日㈭14:00 ～ 16:00
会　場　同病院・本館地下1階
内　容　ミニレクチャー「分子標
的薬ってなんだろう？」、自由な
語り合い、リラクセーション体験
問同病院がん相談支援室
　☎58‒7107

（一社）小山歯科医師会主催
市民公開講座（無料）
期　日　2月26日㈰
時　間　14:00 ～ 16:00
会　場　野木エニスホール小ホール
内　容　「おいしく、楽しく、美
しく　摂食機能の実力」～長生き
は唾液で決まる～
講　師　日本大学歯学部摂食機能
療法学講座　植田　耕一郎　教授
問小山歯科医師会事務局☎39‒7290
　（月～金の12:00 ～ 16:00）

　　　  ～からだスッキリ！運動
教室～（無料）
　メタボ予防と解消のために家で
できるストレッチング、筋トレを
体験しませんか？
日　時　2月28日㈫
　　　　13:00 ～ 15:00（受付12:45）
会　場　文化センター小ホール
対　象　医師等から運動制限をさ
れていない市内在住の40歳以上
定　員　先着50人
持ち物　筆記用具、飲み物、タオ
ル、ヨガマット（お持ちの方）
申込み　2月8日㈬から☎22‒9607

拡大版
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すこやか通信

□休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷 2251 ｰ 7（健康医療
介護総合支援センター内）
　　☎ 39‒8881・FAX39‒8883
日時　日曜・祝日・振替休日・年末
年始（12/31 ～ 1/3）
10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2‒4‒3 ☎44‒7000

② 石橋総合病院 下野市石橋628
※3/1から下古山1-15-4へ移転 ☎53‒1134

③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31‒1331
④ 杉村病院 小山市城山町2ｰ7ｰ18 ☎25‒5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45‒7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320ｰ2 ☎0280‒57‒1011

□救急医療機関当番
　カレンダー内番号が、当番医療
機関となります。
受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外17:00～翌日9:00
　受診するときは、事前に電話で
確認してください。各医療機関で
は、夜間、医師が交代で当直制を
とっており、希望する治療が困難
な場合もあります。

※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています　問☎27‒0500

３月の一次救急医療機関
□夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251 ｰ 7（健康医療
介護総合支援センター内）
　☎ 39‒8880・FAX39‒8882
受付　診療終了 15分前まで

日　時 科　目
平　日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

土曜日 19:00 ～ 22:00
日曜・祝日・振替
休日・年末年始
（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

※内科医等が、小児科の診療を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4
①⑤ ②⑥ ①③ ②④

5 6 7 8 9 10 11
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
12 13 14 15 16 17 18
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
19 20 21 22 23 24 25
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
26 27 28 29 30 31
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤

ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気

問健康増進課☎22‒9522

〔平成 25 ～ 28 年度の検診受診結果をご覧ください〕
　小山市の「子宮頸がん検診」は、細胞診検査に加え、HPV検査を導入した精度の高い検診を実施して
います。このことにより、受診結果によって受診間隔が異なりますので、ご自身の受診結果をご確認く
ださい。
　平成 29年度子宮頸がん検診の対象となる方は、平成26年度に受診し「異常認めず」であった方、子
宮頸がん検診未受診の方、下記の「精検不要」であった方、「要精検」で精密検査実施医療機関の医師か
ら検診を受診するよう指示された方となります。必ず受診してください。
　3月号の広報おやまと同時配布される、健康のしおり内の検診申込み書で、お申込みください。

「子宮頸がん検診」
　　　受診間隔のご案内
◇平成 26 年度の受診結果が「異常認めず」の方は、平成29 年度が受診年度です。必ず受診してく
ださい。

◆検診結果による次回の検診の受け方
検診結果 次回の検診の受け方（時期）

細胞診
HPV

（－）
（－） ⇒ 異常

認めず ⇒ 3年後受診

（25年度受診の場合）次回28年度
→未受診の方は、28年度の検診期間終了のため、29年度に受診してください
（26年度受診の場合）次回29年度　※必ず受診しましょう
（27年度受診の場合）次回30年度
（28年度受診の場合）次回31年度

細胞診
HPV

（－）
（＋）

⇒ 精検
不要 ⇒

1年後受診
（27年度受診の場合）次回28年度
→未受診の方は、28年度の検診期間終了のため、29年度に受診してください

（28年度受診の場合）次回29年度
細胞診
HPV

（ASC-US）
（－）

27・28年度の検診結果がどちらも「細胞診（－）、HPV（＋）」の方は、HPVの持続
感染が確認されますので、精密検査の受診が必要です

細胞診
HPV

（ASC-US）
（＋） ⇒ 要精検 ⇒ 精密検査実施医療機関の医師の指示に従ってください細胞診

HPV
（＋）
（±）

＊HPV…「ヒトパピローマウイルス」という子宮頸がんの原因となるウイルス
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ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22‒9282 へお問合せください。月の相談3

◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 19㈰ 9:30～12:30 生活安心課☎22‒9282

女性の生き方なんでも
相談予約制 24㈮10:00～12:00 男女共同参画課☎22‒8078※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

心配ごと相談予約制
（生活全般の相談）

14･28㈫
10:00～12:00

社会福祉協議会☎22‒9501
※心配ごと相談員が同席

自殺予防包括相談予約制 2㈭10:00～12:00 福祉課☎22‒9619

◎
通
常
相
談 

月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ
市民相談 8:30～17:15 生活安心課☎22‒9282

家庭児童相談 9:00～17:00 子育て・家庭支援課☎22‒9626
ひとり親家庭相談 9:00～17:00 子育て・家庭支援課

☎22‒9627婦人相談 9:00～17:00

認知症相談
8:30～17:15 高齢生きがい課☎22‒9648
※必要時、専門医等の相談も可

青少年相談

面接予約制
9:00～17:00

青少年相談室
☎25‒4002

電話相談
10:00～17:00

☎25‒4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン

9:00～16:00 外国人地域支援センター
☎23‒1042

※不定休あり。事前に要連絡
外国人相談 8:30～17:15 外国人相談室☎22‒9439

消費生活相談 9:00～16:00 消費生活センター☎22‒3711

県民相談 9:00～16:00 小山県民相談室☎22‒9164

労働相談 8:30～17:15 小山労政事務所☎22‒4032

こころの
ダイヤル

9:00～17:00 県精神保健福祉センター
☎028‒673‒8341

※第2･4水曜日9:30～11:30 は医
療相談

ＤＶ相談 9:00～17:00 配偶者暴力相談支援センター☎22‒9602

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等

行政相談 11㈯10:00～12:00
15㈬13:30～15:30 行政相談委員

生活安心課
☎22‒9282

登記相談予約制 8㈬10:00～12:00 司法書士・土地家屋調査士

交通事故相談予約制 14･28㈫10:00～15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員

税金なんでも相談 3月はお休みです 税理士
行政書士専門相談
予約制 15･22㈬10:00～12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為等、書類や手続きに関する相談
不動産相談予約制 7㈫ 9:00～12:00 宅建協会による土地･建物に関する相談

家庭内困りごと相談予約制 19㈰13:30～16:10 元家庭裁判所調査官

人権相談 10㈮10:00～12:00
13:00～15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22‒9292

子育て家庭生活相談
予約制

4㈯14:00～16:00
8㈬ 9:30～11:30 場所：中央公民館

子育て・
家庭支援課
☎22‒9664

4㈯14:00～16:00
22㈬ 9:30～11:30 場所：大谷出張所

4㈯14:00～16:00
15㈬ 9:30～11:30 場所：間々田出張所

1㈬ 9:30～11:30 場所：桑出張所

8㈬ 9:30～11:30 場所：豊田出張所

こころの相談予約制 7㈫14:00 ～ 15:30 場所：福祉課 福祉課
☎22‒9619

心配ごと相談
（生活全般の相談）

7･21㈫10:00～15:00
14･28㈫13:00～15:00

場所：社会福祉協議会
7･21㈫は電話相談可（30分以内）

社会福祉協議会
☎22‒9501

精神保健福祉相談予約制 3㈮13:00～15:00 精神科医師･保健師　県南健康福祉センター☎22‒6192

女性のための心の相談予約制 27㈪13:30～16:15 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22‒8078

創業･経営相談予約制 4･18㈯13:00～17:00 中小企業診断士　工業振興課☎22‒9396

 

期日 時間 会場

1 ㈬
10:10 ～ 11:00 もみじ保育所

13:10 ～ 14:00 豊田南小学校

2㈭
10:00 ～ 10:30 大谷南小学校

13:00 ～ 13:40 網戸小学校

3㈮
10:10 ～ 10:40 萱橋小学校

12:50 ～ 13:40 大谷東小学校

7㈫
10:00 ～ 10:30 寒川小学校

12:50 ～ 13:40 乙女小学校

8㈬
9:55 ～ 10:35 中小学校

13:00 ～ 13:50 間々田小学校

9㈭
10:00 ～ 10:30 延島小学校

12:50 ～ 13:30 下生井小学校

10㈮
10:00 ～ 10:30 梁小学校

13:00 ～ 13:50 羽川西小学校

14 ㈫
10:10 ～ 10:50 中久喜保育所

12:50 ～ 13:40 間々田東小学校

15㈬
10:10 ～ 11:00 絹保育所

13:10 ～ 14:00 豊田北小学校

16㈭
10:30 ～ 11:20 小山東ニュータウン

12:40 ～ 13:10 穂積小学校

移動図書館「せきれい」巡回日程おはなし会

※会場の記載が無いものは全て中央図書館

■各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21‒0750
　6㈪・13㈪・21㈫・23㈭・27㈪
　正面入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎ 22‒9575
　6㈪・13㈪・20㈪・21㈫・23㈭・27㈪
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
○間々田分館　☎ 41‒6230
　6㈪・13㈪・20㈪・21㈫・23㈭・27㈪
　間々田市民交流センター入口の「夜間・休館
　日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎ 22‒4544
　6㈪・13㈪・20㈪・21㈫・23㈭・27㈪
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用
　返却ポスト」へ
※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館か
らの借用資料は、破損の恐れがありますの
でポストへの返却はご遠慮ください

会名（会場） 日時

おはなしウェンディ 1㈬ 15:30

おやま分館ピッコロおはなし会
（小山分館） 3㈮ 11:00

おこれんのおはなし会 5㈰ 14:00

おはなしこんにちは 8㈬ 10:30

おはなしメロディ 12㈰ 14:00

おはなしウェンディ 0・1・2 15 ㈬ 11:00

はなしのこべやおはなしかい 26㈰ 14:00

ままだ分館おはなしかい
（間々田分館） 28㈫ 15:30

【対象】中学生以上で、図書館でのボランティア活動に関心があり、年間を通じて
　　　 活動できる方
【活動内容】中央図書館・小山分館・間々田分館・桑分館で返却された図書の整理や修理、
　　　　　 「絵本とこんにちは事業」への協力など
【報酬】無償
【募集説明会】3/12㈰14:00 ～ 16:00　中央図書館会議室
【申込み】2/11㈯～ 3/11㈯に直接または電話☎21‒0750
※平成28年度までに登録した方は再登録が必要です。新規申込みの方は募集説明会
　に出席してください

平成29年度中央図書館ボランティア募集

図書館つうしん（３月分）
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3月 カレンダー

広報

政光くん・寒川尼ちゃん

名　称 時　間 会　場 問　合　せ

継続事業
アートリンクとちぎ 2016 栃木県立美術館
所蔵品展「こどもと見たい川上澄生の世界」
【～ 3月 20 日㈪】

9:00 ～ 17:00 車屋美術館 同館☎41‒0968　※月曜日休館

１日 ㈬
２日 ㈭
３日 ㈮ 桃の節句・ひな祭り

４日 ㈯ 2017 おやま花フェスタ（～ 5日㈰）
（4日は 8:30 ～開会式） 9:00 ～ 16:00 道の駅思川小山評定館 農政課☎22‒9253

５日 ㈰
みんなで歩け歩け運動 8:45 集合 古河駅西口起点　約 6 km 生涯スポーツ課☎21‒2695
博物館まつり（友の会作品展：～ 12日㈰） 10:00～ 15:00 博物館 同館☎45‒5331　※月曜日休館

６日 ㈪
７日 ㈫

８日 ㈬

おやま「わ食の日」
クラフト館ワークショップ教室
「まゆクラフト」【要申込】 10:00～ 12:00 おやま本場結城紬クラフト館 同館☎32‒6477

トップセミナー 13:50～ 15:30 文化センター大ホール 男女共同参画課☎22‒8078
９日 ㈭ 各中学校卒業式 市内 11中学校
１０日 ㈮

１１日 ㈯

ほっしー★OYAMA号太陽観測会 11:00～ 12:30 博物館駐車場 同館☎45‒5331　※月曜日休館
ほっしー★OYAMA号天体観望会 18:30～ 20:00 生井公民館広場 博物館☎45‒5331※月曜日休館
クラフト館ワークショップ教室「間々田紐の
組みひもブレスレット・ストラップ」【要申込】13:30～ 16:00 おやま本場結城紬クラフト館 同館☎32‒6477

１２日 ㈰
篠塚初午祭 9:00 頃～ 篠塚稲荷神社 生涯学習課☎22‒9669
おやまのまち de開運ウォーキング 13:00 集合 豊田出張所集合　約 7 km 同出張所☎37‒1002

１３日 ㈪
１４日 ㈫
１５日 ㈬ ママのための就職支援セミナー【要申込】 10:00～ 12:00 男女共同参画センター 男女共同参画課☎22‒8078
１６日 ㈭
１７日 ㈮ 各小学校卒業式 市内 27小学校

１８日 ㈯
渡良瀬遊水地ヨシ焼き 8:30 ～ 渡良瀬遊水地 渡良瀬遊水地ラムサール推進課

☎22‒9354
親子で地産地消バスツアー【要申込】 8:30 ～ 14:30 市内各所 農政課☎22‒9257

１９日 ㈰ スタディプログラム
「社寺建造物の修理現場から」【要申込】 13:00 ～ 博物館 車屋美術館☎41‒0968

※月曜日休館
２０日 ㈪ 春分の日
２１日 ㈫
２２日 ㈬
２３日 ㈭
２４日 ㈮
２５日 ㈯

２６日 ㈰
日曜納税相談窓口 8:30 ～ 17:15 本庁舎１階　納税課 納税課☎22‒9442
クラフト館ワークショップ教室
「ヨシ紙の墨流し染」【要申込】 13:30～ 16:00 おやま本場結城紬クラフト館 同館☎32‒6477

２７日 ㈪
２８日 ㈫
２９日 ㈬
３０日 ㈭
３１日 ㈮

納税のお知らせ（納期限） 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長
　祝日の届出（死亡・
出生・婚姻等）は、
本庁舎北側入口の宿
直室にて受付しま
す。
　夜間等、緊急な
場合は、宿直室☎
22‒9420へご連絡く
ださい。

■3月の日曜納税相談窓
口は3月26日㈰に開設し
ます。
■コンビニ納付や月曜～
木曜日（祝日除く）の納
税窓口延長（19:00まで）
もご利用ください。
問納税課☎22‒9442

日時

4日㈯・5日㈰・11日㈯・12日㈰・18日㈯
25日㈯・26日㈰　各8:30 ～ 17:15
※19日㈰は、コンピューターの保守点検のた
め、市民課および城南出張所の窓口は閉庁と
なります（証明書コンビニ交付を含む）
※取扱い業務についてはお問合せください

平日の毎日19:00まで延
長しています。
※取扱い業務についてはお
問合せください

問市民課☎22‒9402
場所

市民課☎22‒9402
小山城南出張所☎31‒3650
※小山城南出張所は月曜定休

※カレンダーの内容は、1月中旬現在の情報をもとに作成しています。
　内容が変更になる場合がありすますが、ご了承ください。
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写真館

12 月中の火災・救急【小山市消防署調べ】

119番は、火災や救急などの災害を通報する緊急専用回線です
火災•災害情報や救急当番病院の案内はテレフォンサービス
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９０ 【24時間対応】

【小山警察署調べ】12 月中の交通事故

※（ ）内は平成 28年 1月からの累計 遡った件数含む

事故　46件(457件)　負傷者　53人(572人)
死者　 0人(5人)

火災　 5件(54件)　救急　783件(8,300件)
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問　管財課☎ 22 ｰ 9322

※市ホームページバナーの有料広告も募集中

◆対象　
　市内在住の未就学児
◆応募者資格
　父母、祖父母等
◆必要事項
　①お子さんの氏名（フリガナ）
　②応募者の氏名と続柄
　③住所　④電話番号
　※不備がある場合は掲載できないことが
　　あります

問秘書広報課☎22‒9353すくすく写真館（毎月掲載）お子さんの写真大募集 !!!
◆掲載内容※掲載は原則１人１回。受付順となります
　①お子さんの氏名（フリガナ）　②住所(町名・大字名まで)
◆応募方法
●郵送　必要事項を記入したものと写真を下記へ
　【郵送先】　〒323-8686　（住所不要）
　　　　　　小山市役所　秘書広報課　「すくすく写真館」係
●メール　必要事項を記入し、画像ファイルを添付のうえ下記へ
　【メールアドレス】　oyamacity@city.oyama.tochigi.jp
　※件名には必ず「すくすく写真館」と入力してください
●持ち込み　写真または画像データを直接秘書広報課へ

※（ ）内は平成 28年 1月からの累計 遡った件数含む


